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 １．目的  

海洋波の特性を空間的に計測することは有用であり，それにはリ

モートセンシングが適している．これまでに，合成開口レーダ

(SAR)による海面画像からうねりの波高を推算する研究 1 が行われ

ているが，解析にあたり変調を与える要因を逆解析する必要があり，

その手法は非常に複雑で困難な場合が多いことが分かっている 2．

そこで本研究は従来とは異なる手法の可能性を探求することとし，

未だまだ行われていない，偏波よって異なる２つの振幅強度分布か

ら，偏波比を用いて波高の空間分布を推算することを目的とした． 

２．偏波比を用いた波高の算定法の概要  

 ここでいう偏波比とは，観測対象に対する水平偏波と 

垂直偏波（図-1）の後方散乱値σの比率のことである．

水面のσは偏波により異なり，入射角が大きいほどその

値の差も大きくなることが知られている 3．この関係より，

偏波比から海面に対するマイクロ波の局所入射角を逆算

することができる．（図-2）そして，局所入射角から局所

的な海面の傾きが求められる．この傾きと海洋の波長か

ら幾何学的に波高を推算することができる． 

３．解析対象 

 SAR データは，日本の観測衛星だいち搭載の PALSAR

（L バンド）で，観測モードは PLR，オフナディア角 21.5°，

観測時間 2006 年 9 月 5 日 01 時の伊豆半島東沖を観測し

たものを使用した．空間分解能はグランドレンジで

28×5m である．観測時の海域は，太平洋側に台風 0612 号

が接近しており，付近の波高計により図-3 に示されるう

ねりが観測されている．SAR データは JAXA によってプ

ロセッサ処理され，移動平均処理によりノイズを低減し，

１ピクセル毎に偏波比を求めた分布画像を作成し，以降の

解析に使用した． 

４．波長と波向の推算 

作成された偏波比の画像から 6km×6km の計算領域を多

数切り出し，各領域においてスペクトル解析を行い代表波

長と代表波向を求めた．図-4 は算出された代表波長の頻

度分布である．400m を中心とした波長の分布が得られて

おり，従来の手法と観測値の両者とも一致を示す． 
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図-1垂直偏波（上）と水平偏波（下） 

 

図-2 海面における局所入射角と偏波比の関

係 

（） 

図-3解析対象解析付近の波高計による観測値 

（） 
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５．波高の推算  

本来，偏波比画像から，海面の傾きの空間分布を求め，それを空間積分することで水位分布を求めることが

できる．しかし，ノイズなどの影響で十分な精度が得られなかったため，うねりを正弦波で近似し，ゼロクロ

ス点での水面の傾きと波長より波高を推算することとした．ゼロクロス点を抽出するため，垂直偏波画像から，

1 波長ごとにσmax とσmin を抽出し，それぞれの位置での偏波比の平均値からゼロクロス点での海面の傾きを

求めた．計算領域ごとに推算された波高の頻度分布を図-5に示す．60％以上が 0～2m の範囲に算出されてい

る．図-3の波高計の値と比較して，最高波よりも過大に算出されている値があるが，これは，2 方向の波が進

行している領域で代表波長が過大に算出されたために波高も高く推算されるなどの原因が考えられる．また，

得られたうねりの空間分布を図-6 に示す．画像の明暗は垂直偏波の後方散乱値に対応し，ベクトルの向きと

長さはそれぞれ波向・波長を，付随する数値は波高を表している．図の下部ほど水深が浅くなっており，陸域

に近づくにつれうねりの波高は高くなっていることが確認できる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．おわりに  

 本研究では，ＳＡＲ画像の偏波比を用いた解析手

法を初めて実際の海洋に適用し，うねりの波高推定

法を提案した．波浪パラメータのうち，波長，波向，

波高とも妥当と思われる値が空間分布で推算でき

た．しかし，本解析は，原理上レンジ方向に一様に

進行するうねりの場合のみ解析が可能であり，適用

条件は限定的なものである．また，特に波高に関し

ては過大評価となる場合があり，今後はより詳細な

解析法が必要とされることがわかった． 
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図-6推算された波高・波長・波向分布 

（約 20×20km） 

 

 

(Galle 港) 

 

図-4推算された波長の頻度分布 

 

図-5推算された波高の頻度分布 
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